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日本紡績業の綿糸布輸出と中国上海市場
-ロンドン銀塊相場･上海為替相場との関連よりみた-
加藤幸三郎
1)課題と視角
すでに,泉武夫氏によって, ｢巨大紡績資本の搾取構造｣の一端が解
明･報告されているが1),依拠されたのと同じ｢営業成績報告書｣に収録
されている｢商況･販売二関スル件｣を明治34年下半期から大正7年下半
期まで摘記してみると｢ロンドン銀塊相場と上海(参着)為替相場｣との
間に相関的かつ構造的関連が存在していることが判明する2)｡この事実は
すでに,長岡新吉氏や古くは庄司乙吉氏の名著『紡績操業短縮史』にも指
摘されてはいる3)0
しかしまた,周知の山口和雄編著『日本産業金融史研究一紡績金融編』
にも｢鐘ヶ淵紡績会社｣ (西村はつ氏稿)が担当執筆されているが,かか
る事実は指摘･検討されてはいないと考えられる4)0
とまれ,仮に｢ロンドン銀塊相場｣が下落するとすれば,逆に｢上海
(参着)為替相場｣は騰貴し,その結果本邦綿糸布輸出に大打撃が生じて
ゆくのである｡
とするならば,そもそも｢ロンドン銀塊相場｣とは何か,またそれは国
際金本位制下でイギリス金融資本の支配するところとは予想されるとはい
え,どのような｢構造的特質｣をもち,いかなる運動を展開してゆくの
か?そして同じことに帰着するが｢イギリス帝国主義｣の｢世界化とアジ
ア｣とはどのような関連性におかれていたのか,解明されるべきであろ
2う5)｡
2)日本･中国紡績業研究の反省
これまで,私も含めてかかる分析視点は充分に究明されてこなかったよ
うに考える｡同学の泉氏ならずとも,見落とした論点だったというべきか
もしれない｡さきの長岡新吉氏や高村直助氏の業績についても,その後の
追究は試みられていないし6),研究史上も同様であろうか?より端的にい
えば,庄司氏の古典的名著たる『紡績操業短縮史』読解が不充分だったと
もいえよう｡
さらに,管見の限りでいえば,例えば浜下武志氏は,まず｢近代アジア
貿易圏における銀流通｣からはじめ,アジア市場の展開と銀流通に焦点を
しぼりつつ, ｢銀価騰貴と外国貿易構造の変化｣に注目されてゆく7)｡そ
して広東･上海での｢為替･銀相場｣と｢馬蹄銀｣との関係を追及されて
はいるが,日本からの綿糸布輸出の動向までには関説されてはいない8)｡
さらに,小野-一郎氏の遺稿集の①第一巻『近代日本幣制と東アジア銀
貨圏』のなかで,小野氏は｢日本における金本位の成立過程｣或は｢東亜
におけるメキシコドルの終幕｣に関連付けられながら, ｢鬼頭仁三郎教授
の遺稿｣を紹介されつつ, [参考表補2-1]として, ｢倫敦銀塊相場｣ ･
｢紐育銀塊相場｣を併示されており,前者の典拠には,後述するW,F, Spald-
ing, Eastern Exchange, Currency and Finance, 4. ed, Londonに依拠されて
いる点は注目されなくてはなるまい9)｡
3)鐘紡の営業動向(明治34-大正6)
以下,前述｢未定稿｣から, ｢商況｣を中心に関連資料を摘記しておこう｡
①明治34年下半期'. ｢綿糸販売二関スル件｣ ;
十一月初旬頃ヨリハ銀塊相場ノ下落日増シニ其度ヲ強メ輸出商談ヲ中
絶シ糸況ハ汎静ノ極二達シタレトモ--南清地方二在リテ上海ハ地元棉
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花ノ不作ニヨリ市価昂進セルカ為メ土地紡績力其市価ヲ高唱ヘスルニ至
り十六手ハ巳ムヲ得ズ本邦値段二随停シ来りタレドモ,二十手二対シテ
ハ印度糸ノ強敵アリテハ殆ンド輸出杜絶ノ姿ナリシ,香港モ亦重モノ二
十手ヲ需要スルガ為当季ノ取引遂二旺盛ナル能ハザリキ--
(参明治35年上半期: ｢綿糸商況｣ ;
当季間ノ練況ハ･--四月二人リテハ対清為替益々不利二傾キテ輸出減
退シ内地ノ需要亦漸ク萎縮スルニ至り･･-･六月ハ木綿ノ供給過度二手控
へラレタル事其動機トナリ棉花ノ騰貴対活為替ノ落付等助勢シテ三品市
場ノ買占ヲ喚起･･-･
③明治35年下半期: ｢綿練商況｣ ;
当季二於ケル糸況ハ三品市場貫占家ノ失敗,印度･支那棉豊作ノ唱へ
輸出奨励案ノ紛擾,銀塊相場ノ下落等輸出ヲ阻害シ内地ノ買気ヲ阻喪セ
シメタルヨリ相場日々下落ノ趨勢ナリシガ,十二月中旬二至り銀塊相場
小戻ノ為メ清商ノ思惑ヲ促カシ輸出ノ約定多数成立･･･-
④明治39年下半期: ｢綿練商況｣ ;
戦後財政ノ関係上金融ハ依然緩慢ヲ持続シ内地頗ル好景気ヲ里シ銀塊
相場ノ高持合ヒハ上海･香港ノ滞荷ヲ捌クニ便宜ヲ輿へ春高見込-･-
⑤明治40年上半期: ｢綿練商況｣ ;
一月二於テ絶頂ヲ見七夕ル相場ハ二月以降株式ノ崩落卜共二漸ク不味
ノ情況二陥り四月二人リテ人気消沈--･･九月二至り---麦作好良ノ見込
ミ原棉騰貴ノ為メ気配一変強持合･--
⑥明治40年下半期: ｢綿練商況｣ ;
内地ハ豊作,活国ノ作柄モ亦悪カラズ---内地･輸出共相当分約定出
来市況手堅ク持合ヒタルモ,十月以後ハ紐育ノ恐慌及銀塊ノ暴落ノ為メ
内地･輸出共取引上一大頓挫ヲ来シ市況沈静･-･-
⑦明治41年上半期: ｢綿練商況｣ ;
前期末ヨリ次第二輸出減少セルタメ荷物滞積シ,各紡績会社聯合シテ
4三昼夜休業ヲ増加セルモ其効能ナクー時ハ当業者ヲシテ不安ノ念ヲ抱カ
シメタルモ内地ノ練価急激二下落セルト各紡績会社一致シテ更々弐割七
分五厘ノ製産減少ヲ実行シタルガタメ輸出増進シ季末二至リテハ滞積セ
ル荷物一掃･--
⑧明治41年下半期: ｢綿糸商況｣ ;
十月末ヨリ銀塊ノ下落二加フルニ棉安ヲ報ジ来り糸況不振,十二月二
人リテ其極二達シ前途ヲ気遣ハシメタルモ幸二清国ヨリノ注文多数入り
込ミ来春ノ約定続々-･-
(9明治42年上半期: ｢綿糸商況｣ ;
久シク買控へタル活国ヨリ注文続々入り込ミ多数ノ先約行ハレタル為
メ内地市場モ其刺激ヲ受ケ手合ハ盛ンニ行ハレ季末二至り米棉高ノ入報
卜共二市況手堅ク好況ノ裡ニ･--
⑲明治42年下半期: ｢商況｣ ;
支那棉ノ不作卜銀塊ノ騰貴二由1)十一月二人リテ輸出盛二行ハレテ相
場漸次回復シ十二月二人リテハ原棉ノ奔騰二連レ瓦斯糸二有カナル思惑
買ヲ生ジ影響ハ中糸･大系二及ビ市況捧尾ノ活躍ヲ示シテ-･-棉布二就
キテハ金巾ハ七八月ノ交一時盛況ヲ示シタルモ需要季節ノ経過卜共二前
途好況ノ見込-･-
⑪明治43年上半期:｢商況;綿糸･棉布｣ ;
(綿糸)原棉ノ騰貴卜共二銀塊相場モ手堅ク保合ヒシカバ,輸出盛二
行ハレー月ヨリ五月二至ル壱ヶ月ノ平均参寓梱二上り内地ハ常二品薄ヲ
感ジ,太糸ハ相場漸進好況ヲ維持シタル所五月末二至り活国二於ケル金
融逼迫ノ為清商ノ中二ハ破産セルモノモアリテ一時商談絶工却テ内地へ
転売ヲ試ミントスル形勢--折柄米国農務局新棉作柄良好ナル予想ノ発
表アリ---
(棉布)粗布ハ当季ノ初メニ於テハ相場手堅ク保合ヒタルモ季末二至
り品停滞ノ気味トナリ五月以後相場沈静-金巾ハ輸入品ノ品薄トナレル
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ニ連レ相場漸進概シテ好況--
⑫明治43年下半期:｢商況;綿糸･棉布｣ ;
(綿糸)当季二人リテ一般ノ不景気卜加フルニ関東二水害起り商況甚
ダ振ハズ,製品停滞糸価下落セルモ同業者ハ之二応スルタメ直チニ製産
縮小ノ議ヲ決シタルガ為銀塊相場ノ騰貴卜相待チ輸出向ノ需用盛二起り,
本国ヨリハ原棉相場益々高キヲ報ジ来りタル等諸種ノ原因加ハリ糸況頗
ル活発--
(棉布)粗布ハ当季二人リテ漸次気配ヲ持直シ輸出手合七盛二行ハレ,
金巾ハ需用季ノコトトテ始終好況ヲ維持シタリ
⑬明治44年上半期: ｢商況:綿糸･棉布｣ ;
(綿糸)幸二銀塊及原棉相場共二手堅ク持合ヒタルト其後ペストモ終
息セルヲ以テ輸出商内モ相当二出来内地モ可ナリノ売行アリ,平穏二当
季ヲ経過---
(棉布)粗布及綾木綿ハ輸出ヲ主トスル事トテ満州二於ケルペスト流
行ノタメ最モ甚シキ打撃ヲ受ケタルモ其後ペストノ流行蛤ミ四月頃ヨリ
気配次第二快復スルニ至レリ,内地向子ル生地ハ当業者兎角手控へ勝二
テ昨年二比スレバ手合七僅少ナリシ,金巾ハ末ダ需用季節二人ラサル事
トテ荷動キ少ナカリシモ関税改正ノ実施ヲ気構へ相当ノ手合セアリタリ
⑭明治44年下半期:｢商況:綿糸･棉布｣ ;
(綿糸)然ル二十月二入り清国武昌二動乱起り,其勢ヒ次第二全国二
波及シ,一時ハ上海･天津等重要市場二於ケル活国金融機関ノ停止トナ
リ輸出ノ前途二就キー方ナラズ憂慮セシメタルモ,其後幸ヒニシテ彼地
ノ動乱モ次第こ治マリ季末二及ヒ平和回復ノ近キニアルヲ予想セシムル
ニ至り輸出モ漸次回復二向ヒタル--
(棉布)粗布･綾木綿ノ類ハ八,九月ノ交清国ノ注文一時二入込ミ市
況ノ活躍シタル,十月二入り活国中部二起りタル動乱ノ余波ハ北浦及満
6州ノ金融ヲ撹乱シ一時殆ント輸出ノ杜絶ヲ見ルニ至り市況不振ヲ極メタ
ルモ季末二於テハ講和ノ見越卜共二上海ヲ始メトシ南満地方ノ注文弗々
ナガラ入り込ミ前途二光明ヲ認メ得ルニ至レリ
⑮明治45年上半期:｢商況;綿糸･棉布｣ ;
(綿糸)活国ノ動乱モ治ラザリシ為メ市況不振ヲ免カレザリシモ何分
米棉未曾有ノ豊作ニテ相場暴落セル為メ製品ノ直頃モ甚シク下位ニアリ
タルト印度棉ハ作柄ヨロシカラズ相場割高ナリシ為メ僅カニ支持-･･･
月南北講和ノ成ルアリ,引続キ新政府ノ建設トナリ各地ノ騒擾モ大事ト
ナルニ至ラズ,追々秩序ノ回復スルニ従ヒ輸出盛二行ハレ内地ノ需要モ
亦未曾有ノ旺盛ヲ示シタレバ四月二至り操業短縮ノ方法変更サレ出来高
増加シ又輸出奨励金全廃セラレタルニ拘ハラズ垂モ綿練ノ停滞ヲ見ズ,
季末二於テハ原棉相場強硬ナルニ加へ活国二対スル六国借款ノ成立ヲ気
構へ輸出先物商談盛二行ハレ--･
(綿布)キャラコ,金巾ノ類ハ関税改正ノ影響ヲ受ケ盛二売行キタル
ヲ以テ各織布会社競フテ薄物ヲ織り出シタルタメ,粗布･綾木綿等ノ厚
物モ供給不足ヲ告グルニ至り漸次市価モ引締メ,四五月二捗り最モ盛況
ヲ里シクリ
朝鮮向ハ三月以来漸次不売レノ季節二入り売行キ捗々シカラザリシモ
相場ハ手堅ク持合ヒタリ
⑯大正元年下半期:｢商況;綿糸･棉布｣ ;
(綿糸)前期末ノ好況二引続キ墓モ製品ノ停滞ヲ見ズ,極メテ強固ノ
市況持続, --十月以降操業短縮撤廃二伴フテ同月中ノ生産額未曾有ノ
巨額二達シタルト内地ハ金融緊縮ノ上漸次農繁不需用季二向ヒタル為メ
一時気配不振二陥りタリシモ,一方原料棉花ハ十一月二入り昂騰二次グ
ニ昂騰ヲ以テシ銀塊亦騰貴シ支那内地ノ好況下相待チテ輸出盛ンニ行ハ
レ却テ製品ノ払底ヲ来シ市価昇騰概シテ好況ノ裡二本期ヲ終レリ
(棉布)輸出向粗布･綾木綿類ハ前記綿糸卜同シク支那好況ノ為メ需
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要盛ンニシテ市価昂騰セリ--
⑰大正弐年上半期:｢商況;綿糸･棉布｣ ;
(綿糸)当季二於テハ前季末二引続キ銀塊高調ヲ維持シ輸出盛ンニ行
ハレ内地ハ常二品払底勝チニシテ好景気ナリシガ其後支那借款ノ行悩ミ
ト共二銀塊相場ノ漸落ヲ来シ三月二人リテハ終二二十六片近クトナリ高
直ヨリハ三片以上ノ低落ヲ示シタレバ綿糸ノ輸出数量モ逐次減少シ内地
相場モ連レテ低落シタリシガ, ･･-･其後借款壱部成立ノ為メ銀塊モ幾分
引戻シ糸価一時回復ノ運二向ヒシモ支那南北政争ノ気構ヘト一方原料棉
花ハ孟買二於ケル在庫高稀有ノ多数二達シタル為メ印度棉ノ暴落ヲ来タ
シ,米棉モ新棉作柄良好ノ報ニテ--糸価又々下落ノ傾キトナリシガ支
那政争モ事実二於テ容易二動乱ヲ起ス程ノ事ナキヲ見定メ略ボ附キクル
ニヨリ糸価ハ漸ク落付キ持合ヒトナリ此間二於テ多数ノ先物約定出莱-
(棉布)輸出向租布類ハ季初二於テハ前季末ノ好況ヲ受ケテ売行盛ン
ニ行ハレ相場モ昇騰シタリシガ其後輸出先キニ幾分品停滞ノ気味トナリ
且綿糸卜同一事情ニテ漸次市価ノ低落ヲ免レズ,弱持合ニ--終レリ
内地向金巾類ハ経済界不振ノ影響ヲ蒙り概シテ余り活発ナル商勢ナカ
リシモ三巾物ハ品停滞程ノ事モナク当季ヲ通ジテ手堅ク持合ヒ,二巾物
ハ三月頃類似モスリン製造用トシテ急激ノ需要起り現品逼迫ヲ来シ一時
相場沸騰シタリシモ其後製額漸ク増加ノ傾キアリ荷捌キ不良トナリ相場
低落スルニ至り--
⑱大正弐年下半期:｢商況;綿糸･棉布｣ ;
(綿糸)前記末不振ノ商勢ハ当期ノ初迄継続シタリシガ其後銀塊徐々
回復シ市況漸ク手堅ク落付キ模様トナリタル処七月中旬二至り支那動乱
ノ報二接シ人気阻喪シ相場暴落本期中ノ最低値ヲ現ハシ一時甚夕不況ヲ
呈セシモ,動乱意外二早ク治りタルヲ以テ同月下旬ヨリ翌月二亘り漸次
回復其後九月初メニ至り原棉相場ノ暴騰二連レ糸価漸ク騰貴シ,同月下
8 
句ニ於テ本期中ノ最高値ヲ示セリ，其後銀塊手堅ク二十八片台ヲ維持シ
タルヲ以テ堅実ノ商勢ヲ持続……十一月ニ入リ印度正金銀行破綻ノ事ア
リ，銀塊暴落ヲ来タシ原棉モ期末ニ近ク下落…・日内地不需要季ト相侠テ
糸価漸々下落シ商勢再ピ不振…
(棉布)輸出向キ粗布類ハ綿糸ト同一ノ経路ヲ辿リ且満州其他需要地
ノ売行捗々敷カラズ現荷停滞ノ聞ヘモアリテ期末ニ近クニ随ヒ相場低落
一段ト不況ニ陥リタリ 尤モ朝鮮向棉布ハ……下落ノ影響ヲ受ケズ
内地向金巾類ハ前期ニ引続キ内地経済界不振加フルニ一方製産額漸次
増加ノ開ヘアリテ当期ヲ通ジテ概シテ商勢面白カラズ，三巾物・二巾物
共ニ市中製品停滞ノ声ヲ聞クニ至リ相場漸落殊ニ三巾キャラコ類ニ於テ
甚シカリシ…
⑮大正三年上半期:r商況;綿糸・棉布 J
(綿糸)最初ノ参ケ月ハ多額ノ輸出行ハレ市況持合ヒタルモ増錘ノ為
メ生産額ノ増加漸ク著シキニ至リ四月ニハ輸出亦其数ヲ減ジ殊ニ本年ハ
印度棉非常ノ豊作ニテ相場次第二下落……五月ニ入リ四月中ノ生産増加
輸出減少ノ発表ニ驚キ遮ニ前途ヲ悲観シテ投ケ退キ相腫キ市況ノ崩落ヲ
来シタリ……八月一日以降操業短縮実行ノ議決定シ前途供給超過ノ懸念
モ撤去セラレ先物ニ向テ多数ノ商談成立シ相場大ニ回復……何分内地及
支那方面共不需要季ニ入リタルト銀塊モ著シキ低落ハナキモ亦捗々シキ
上進ノ気勢モ見ヘザレパ・
(棉布)輸出向粗布及綾類モ綿糸ト同ジク期初ヨリ四月頃迄ハ略ホ持
合相場ヲ持続……五月ニ入リテ綿糸ノ暴落ニ伴ヒ市価大暴落ヲ呈シタリ
-三巾物ノ如キハ不需要季ニ相当シ居ル事トテ商勢面白カラズ…
③大正参年下半期: r商況;綿糸・棉布 J
(綿糸)前期末操業短縮案成立ノ為メ糸価回復本期ニ入リ相場持合ヲ
持続シタリシガ八月始メニ至リ填塞ノ開戦トナリ腫テ欧州、|ノ大動乱ヲ惹
起シ為メニ原料棉花及銀塊共に大暴落ヲ来シ欧州、|ニ於ケル各種取引所ハ
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-時取引ヲ停止スル等世界的経済界ノ大混乱トナリ随テ内地糸価モ亦其
影響ヲ蒙り大暴落ノ止ムナキニ至レリ,加フルニ日独ノ開戦ハ一層其気
配ヲ軟弱ナラシメ一方支那市場モ亦欧州戦乱ノ影響二依り農産物ノ輸出
杜絶,金融ノ逼迫及為替取組ノ閉塞等ノ為メ本邦綿糸ノ輸出二秒カラザ
ル打撃ヲ与へ内地経済界ノ不振,諸物価ノ低落卜相侯テ殆ンド未曾有ノ
惨憤タル市況ヲ呈シタルモ其後操業短縮ヲ増率シタルト支那ヨリノ注文
漸次増加シ毎月輸出数量意外二多数二達シタル為メ期末二至り糸価モ
稽々回復･--
(棉布)輸出向粗布及ビ綾類ハ綿糸卜同ジク欧州戦乱ノ影響ヲ受ケ相
場大暴落ヲ来タシ惨憤タル形勢ヲ呈シタリシガ,期末こ近クニ随ヒ安値
ハ一般ノ需要ヲ喚起シ現物積出多数二上り為メニ内地ノ滞積品ヲ一掃シ
気配漸ク回復ノ徴ヲ呈シタリ---
金巾類ハ内地経済界ノ不振,米価ノ低落等ニテ依然気配引立タズ,商
談は引続キ只当用ロニ止マリ極メテ不振･･-･
㊧大正四年上半期:｢商況:綿糸･棉布｣ ;
(綿糸)前期二於テ欧州大戦乱ノ打撃ヲ蒙りタル綿糸界ハ本期二人リ
テ戦時状態二慣ルルト共二経済界ノ秩序モ漸次回復シー一方軍用品ノ注文
入り込ミ又莫大小ノ如キ一時印度支那方面ノ輸出仝ク杜絶シ製造殆ド中
止ノ有様ナリシモノガ却テ英国二向テ新販路ヲ得タルガ如キ時局関係ノ
需要ヲ増加--･支那輸出モ三月迄ハ毎月相当ノ数量二上り随テ糸価モー一
月中ヲ最低トシ原料棉花ノ回復二伴ヒ漸次上進シ,四月二入り金融緩慢
株式騰貴ノ余勢ニテ暴騰ヲ来シタリシガ時恰カモ日支外交談判危機二陥
り輸出減少ヲ来シタル為メ反動安ヲ里シ,其後日支交渉ハ幸二平和ノ局
ヲ結ビ一時回復ヲ見タルモ支那内地ノ俳貨運動意外二頑強ナルト内地不
需要季二人レル為メ再ビ不振二陥り--･
(棉布)輸出向キ粗布及ビ綾木綿(ドリル)ハ前記綿糸卜同一ノ南勢
ヲ辿り特二五月以後二於テハ支那各地ノ商況面白カラザルニ内地ハ大勢
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上前途好望ヲ予期シタル思惑買出デ相場割高ニシテ支那市場二堆積貯蔵
セラルル傾向ヲ来シタリ,生金巾ハ印度輸出漸次地歩ヲ占メッツアリ,
支那ニモ若干ノ試売成功シタリ,細綾ハ支那市場二於テ漸次英国品二代
り販路ヲ獲得シ前途有望ナル如ク見受ケラル--内地向キ生金巾ハ綿糸
卜同様四月頃一時活況ヲ呈シ殊二戦後著シク騰貴シタル染料ハ当時尚ホ
前途ノ騰貴ヲ見越シテ加工ヲ取急キ一時二需要ヲ増加シタルト二巾物ノ
如キハ此機二乗シテ買占メ行ハレ相場暴騰ヲ見タルモ,其後染料ハ却テ
相場反動ヲ来タシ加フルニ米価安等ニテ需要--不振
⑳大正4年下半期:｢商況;綿糸･棉布｣ ;
(綿糸)期初二於テハ需要季節ナルニ拘ハラス米価安ノ為メ一般ノ不
景気二漏レズ不味二保合ヒタル糸況ハ九月二入り原棉高二刺激セラレ且
ツ銀塊気直リノ色モ兄へ支那二於ケル排日運動ノ沈静セルト共二輸出数
量漸次増加シ,又莫大小ノ輸出商談盛二行ハレ次第二好調ヲ辿り,十一
月二到リテ銀塊ノ暴騰アリ糸価頓二昂進シ期末気勢稚々裏へタルモ兎二
角好況裡二当期ヲ終レリ,唯遺憾ナルハ米棉不作ノ為メ棉価ノ騰貴急激
ニシテ練価ノ騰貴未ダ充分之二伴ハザルニアリ
(棉布)輸出向粗布及綾木綿ハ略ボ綿糸卜同様ノ歩調ヲ辿り十,十一
月ノ交大二売行キタリ,ジーンズ生金巾ハ英国製品ノ輸出従前ノ如ク自
由ナラザルタメ漸次支那･印度方面二売行ヲ増加シタリ･--内地向生金
巾ハ当期初市況振ハザリシモ期末一般ノ景気持直シタル折柄モスリンノ
高値二連レ又染料ノ将来ヲ慮り見越シ加工ヲ為スモノ多カリシ為メ逮カ
ニ活躍シ好況ノ裡ニ-･-
⑳大正5年上半期:｢商況;綿糸･棉布｣ ;
(綿糸)当季二入り糸価ハ内地好景気ノ為メ騰貴シ二月一日二至り予
テ実行中ノ操業短縮撤廃サレタルモ,引続キ輸出注文注文入り来りタル
為メ甚シキ影響ナク四月こ入り支那ノ擾乱ハ精々人気ヲ害シタルモ中旬
ヨリ銀塊暴騰加フルニ米棉騰貴ノ報アリタルヲ以テ市場活躍多数ノ商談
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行ハレタリ，然ルニ其後支那ニ於ケル情勢険悪ヲ加ヘタル為メ一時市況
沈静ニ陥リタルモ 六月ニ入リ裳総統ノ逝去ト共ニ前途柏、々楽観サルル
ニ至リ其後銀塊ノ漸落シタルニ拘ハラズ内地売行宜シク好況ノ裡ニ当季
ヲ終リタリ
(棉布)輸出向ハ当季ニ入リ東洋各地ニ於テ欧州製綿布ノ供給不如意
トナリタル為メ其補給ヲ本邦ニ需ムルコト急ナルト，一方通貨ノ膨張ニ
連レ思惑買盛ニ起リ頗ル好況ヲ呈シタルガ，四月ニ入リ印度ノ金融逼迫，
支那南北ノ反目等著シク市場ヲ圧シ銀塊高ニ拘ハラズ一時投物続出シ為
メニ市価来シタルモ五月ニ入リ漸次回復シ哀総統ノ逝去ト共ニ支那市場
人気引立チ季末ニ至リ再ピ好況ヲ呈スルニ至レリ…・日内地向ハ輸出加工
品トシテ二巾モノ及並巾モノハ素ヨリ三巾モノニ至ル迄多数ノ需要起リ
「モスリン」ノ騰貴ト相侠チテ市場一時沸騰セルモ大体ニ於テ輸出向と
略ボ同一歩調ヲ取リ…・
⑫大正5年下半期: I商況;綿糸・棉布」
(綿糸)前期ヨリ引続キ原棉相場ノ騰貴及株式市場其他一般経済界ノ
好況ニ連レ糸価モ亦昂騰ヲ続ケ，株式市場ノ熱狂シ来ルニ随ヒ其歩調ヲ
早メ十月末ニ至リテ空前ノ高値ニ達シ実際ノ需給ノ関係知何ヨリハ寧ロ
株式市場ノ高低ニ支配セラルルガ如キ観アリシガ，十二月中旬ニ至リ突
然講和問題起リ株式市場ノ人気一変シテ混乱ヲ極メ折柄本国原棉相場モ
暴落ヲ報ジ来リタルタメ糸価日々低落シ底止スルトコロヲ知ラザル有様
ナリシモ，元来一時ノ恐怖的人気作用ニ出デタル結果ナルガ故ニ講和成
立ノ容易ナラザル実情追々判明スルニ随ヒ人気次第二落付キ市況モ漸次
回復ノ曙光ヲ見ルニ至レリ
輸出向綿糸モ亦上述内地向綿糸ト同様ノ経路ヲ辿リタレドモ，内地市
場ノ需要旺盛ニシテ支那市場ノ相場ハ内地ニ比シ常ニ下位ニアリシタメ
自然輸出数量ニ於テ著シキ減退ヲ示シタリ
(棉布)綿糸ト同ジク前期ヨリ引続キ相場昂騰ヲ継続シ内地向ハ海外
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ヨリ更紗・緋金巾・晒金巾等加工品ノ注文多キタメ二巾モノヲ始メ並巾，
三巾モノ等何レモ好況ヲ持続セリ，輸出向ハ支那方面ノ需要比較的少数
ニ止マリシモ，欧州製品ノ供給不足ナルニ乗ジ亜非利加及中央亜細亜等
ヨリ孟買ヲ経テ多数粗布ノ注文アリ，綾モ亦印度方面ノ注文アリテ支那
ノ需要不振ニ拘ハラズ市価ハ著ク昂騰シ其他輸出向薄地金巾細綾類モ相
当活況ヲ呈シタルガ，講和問題ノ伝ハルト共ニ綿糸ト同様ノ打撃ヲ蒙リ
相場暴落セシモ再ピ綿糸ト伴ヒテ回復ヲ見ルニ至レリ
③大正6年上半期: I商況;綿糸・棉布」
(綿糸)昨年十二月講和ノ風説ニテー頓挫ヲ来シタル綿糸相場ハ当期
ニ入リテモ猶小高下持合ノ状勢ヲ持続シ原棉相場モ亦軟弱気味ニシテ一
般綿糸ノ需要ハ値頃ノ高キ為メ精々減退ヲ示シ一時停滞ヲ来シタルヤノ
観アリタルモ，其間輸出ハ次第二増加シ殊ニ綿製品輸出ハ異常ノ増加ヲ
告ゲ遂ニ内地市場ハ綿糸ノ品不足ヲ訴フルニ至レリ，而シテ原棉相場ハ
三月末頃ヨリ漸次騰貴シ来リシカパ糸価モ引続キ昂騰ノ歩調ヲ辿リ四月
ニ入リテヨリ益々其歩調ヲ早メ新値ヨリ新値ニ進ミテ止マル所ヲ知ラズ，
原棉相場モ亦米国参戦ニヨル需要増加，作柄不良等ノ為メ等シク昂騰ヲ
続ケシカパ糸価ハ克ク好況ヲ持続シタル僅ニテ当期ヲ終レリ……輸出向
綿糸ハ期初内地市場ノ箱、々不況ヲ呈シタル間ハ相当活況ヲ呈シタルモ三，
四月ノ交ヨリ内地市況ノ活躍スルト共ニ殆ンド不引合ニ陥リ一時ハ逆輸
入ノ企図サヘ行ハレタルモ，期末ニ至リ支那市場在荷ノ減少ト共ニ相場
モ昇進シ弗々引合ヲ見ルニ至レリ
(綿布)綿布ノ大体ニ於テ綿糸ト同様ノ変動ヲナシタレドモ，前期ヨ
リ引続キ相当ノ輸出アリタル印度・亜非利加向綿布ハ為替障害，船腹不
足等ノ為メ漸次輸出減退シ 商談全ク行ハレザルニ至リシモ支那向ハ之
ニ反シ英国綿布ノ杜絶セル為メ其代用トシテ日本品ノ需要著シク増加シ
相場モ亦従ッテ昂騰ヲ告ゲ引続キ好況ヲ持続セリ・・
内地向綿布ハ支那向ノ知ク活況ヲ呈スル能ハザリシモ加工ノ上輸出セ
日本紡績業の綿糸布輸出と中国上海市場 13 
ラルルモノ漸次増加シ二巾，細綾等輸出向加工品生地ハ一般支那向綿布
ト等シク好況ヲ持続セリ 唯三巾物ノ知キ純内地向品ハ大勢ニ連レテ相
場ノ昇進ヲ見タルニ拘ラズ他品ニ比シ柏、々不利益ノ地位ニアルヲ免レザ
リキ
⑫大正 6 年下半期: r商況;綿糸・綿布」
(綿糸)前期ニ引続キ原棉相場高ク内地ノ需要盛ンナリシタメ輸出ハ
捗々敷カラザリシモ，綿糸相場ハ当期ニ入リテ以来益々昂騰ノ歩調ヲ早
メ七月下旬ニハ空前ノ高値ヲ現ハシ三品市場ハ一時休会ヲ宣スルニ至リ
シガ，其後人気漸ク転換シ米棉作柄見直シ株式安等ト相侠チテ惨憎タル
暴落ヲ続ケ遂ニ二，三倒産者ヲ出シ市場ハ全ク恐怖ニ襲ハレ極メテ険悪
ナル状態ニ陥リタリ，然ルニ相場ノ低落ト共ニ輸出向ハ引合ヒヲ見ルニ
至リ印度向ニハ細糸，撚総，瓦斯糸類ノ多数輸出アリ支那向ニハ投ケ物，
所分物等纏リテ輸出セラルルアリ，次第二商況ノ回復ヲ見ントスル折柄
一方綿糸商側ヨリ紡績聯合会ニ封シ市場救済策トシテ操業短縮実行ノ提
議アリ，聯合会ニ於テモ之ヲ容レ大正七年一月ヨリ六ヶ月間壱割ノ操業
短縮ヲ決議スルニ至リ，人気全ク落付キ相場モ漸次昇騰ノ勢ヲ示シ殊ニ
期末ニ至リ米棉印度棉共作柄不良ナリトノ報アリ，随テ原料高ニ連レ新
正ト共ニ一層ノ昂騰ヲ見ルベク一般ニ期待セラレ当期ヲ終レリ
(綿布)綿布モ亦略ボ綿糸ト同一ノ経路ヲ辿リ，高値時代ニハ思惑売
買盛ンニ行ハレシガ相場ノ暴落ト共ニ萎縮シタルモ独リ印度向綿布ハ同
国市場ニ於ケル「マンチェスター」品ノ輸入益々困難トナリ市況好調ヲ
持続セルコト，印度為替梗塞ノ為メ我輸入棉花代金決済ノ一方法トシテ
棉花商自ラ製品ノ封印輸出ニ努力シタルコト等ノ原因ニヨリ引続キ売行
衰ヘズ相場モ亦相当高値ヲ維持シタリ
以上26例を列挙したが，大正 9 年 5 月 ~7 月にかけてのいわゆる「綿糸
布の総解合J，さらに「反動恐慌」へと激動を目前にした「大戦景気Jの
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余響をも反面で示しつつも,少なくとも｢銀塊相場｣の影響を深く受けて
いることが判明しよう｡勿論同時に｢原棉相場｣の動向にも影響をうけて
はいるが,まさに｢ロンドン銀塊相場｣の動向こそが基本とみなしても良
いのではあるまいか?
具体的な動向は,後掲の｢相場表｣などでも明示されているけれども,
それでは何故に｢ロンドン銀塊相場｣が, ｢アジア銀貨圏｣の中で基本的
に至大の影響を与えてゆくのであろうか?
4)国際金本位制下の｢ロンドン銀塊相場｣の特質
ところで,さきの｢鬼頭仁三郎論文｣ (小野-一郎『近代日本幣制と東
アジア銀貨圏』 (302頁bに所載の｢参考表補2-1｣)のなかで引用され
ていた｢統計｣の典拠は, W, F, SPALDING 『Eastern Exchange Currency
and Finance』 1917,London,であるが,それは,同書｢chapterxx on Sil-
ver｣の256-257pp,の間に｢A Table showing the Monthly Fluctuation, in
Londoninthe Price of BaI-Silver per Oz. Std.from January 1833 to De-
cember 1916｣として表示されている｢統計｣であって, Mr, Pixley&Abell
というLondon在住の｢Bullion Broker｣が作成したものなのである｡
著者のW.F,Spaldingがいかなる人物で,またいかなる業績があるのか
は,寡聞にして知らない｡同書の｢序言｣によれば,前著『ForeignExchange
andForeignBills』をうけて, ｢フランス大便｣, ｢オランダ首相｣, ｢ペルシ
ャ首相｣, ｢シャム首相｣などをはじめ,日本銀行･インドシナ銀行･ペル
シャ国立銀行･ジヤヴァ銀行などの頭取や支配人たち,それに｢銀塊相
場｣に対する有益な助言を香港上海銀行ロンドン支店長からも受けていた
ようである｡
しかもこの｢統計｣表には, ｢ロンドン銀塊相場｣の月別･年平均に加
え, ｢イギリスの鋳造銀貨(ポンド) silverCoinedinEngland｣, ｢インド
政府宛イギリスで振出された為替手形･電信為替の総額(ポンド) Amount
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0f Bills and TelegraphicTransfers DrawninEngland on Indian Govern-
ment｣, ｢極東への銀輸出額(ポンド) ExportofSilvertotheEast｣, ｢銀
の延棒と鋳貨の輸入額(ポンド) Imports ofSilver Bars and Coin｣ ｢平均
銀行割引率　Average Bank Rate ofDiscount｣なども表示されているので
ある｡さらに｢備考欄｣には国際関係からみた戦争(独仏戦争,ロシア戦
争等)の勃発,各国の幣制事情などが注記されているのである｡
とすれば,同様に,それを踏まえて中国(その一例として)上海為替相
場の動向が規定されているのは何故なのであろうか?
5)中国｢上海為替相場｣の動向
すでに,指摘したように大日本紡績聯合会調査部から全国綿糸紡績事業
に関する各般を調査･収録したものが公表されている10)｡その中には｢倫
敦銀塊及上海為替相場表｣と｢日印綿練上海輸入高比較表｣がふくまれて
いる｡
たとえば,大正九年上半期｢第什五次　綿綿紡績事情参考書｣ (大正九
年九月刊)に収録されている｢第十六表　日印綿練上海輸入高比較表｣ ･
｢第十七表　倫敦銀塊及上海為替相場表｣,さらに｢付録　最近十ケ年間綿
綿紡績事項月別表｣ (グラフ)とその裏面には｢明治四十三年以降綿練出
来高綿練輸移出高綿練棉花及上海為替相場一覧表｣が夫々表示されている｡
それは,以下の通りであるが,いくつかの｢特徴点｣が指摘できよう｡
すでに長岡新吉氏が『外国貿易概覧』や『日本経済統計総観』 (朝日新
聞社刊) ･ 『日本の景気変動』 (上巻, ｢重要統計表｣,東洋経済新報社
刊)によりつつ｢綿糸輸出貿易関連指標｣を作表されて｢銀価の暴落は,
清国市場における恐慌の発生とともに封清為替相場の騰貴をもたらしたか
ら,綿糸を中心とする封活輸出貿易は当然不振となった｣と鋭く指摘され
ている11)｡
たとえば,明治45年1月の｢倫敦銀塊相場1オンス(品位925につき)｣
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平均は, 25片9664で｢上海宛参着払(百円二付)｣平均は, 79両5である
が,第一次世界大戦の勃発した大正3年8月の｢銀塊相場｣は上昇して26
片1875, ｢上海為替相場｣は下落して88両75である｡封支二十一箇条問題が
発生した大正4年5月には｢ロンドン銀塊相場｣は23片6129にまで下がり,
｢上海為替相場｣もやや下がって87両止まりになっている｡衷世凱の下で
段棋瑞総理が誕生した翌大正5年4月には,さらに｢ロンドン銀塊相場｣
は30片446に急上昇し, ｢上海為替相場｣は71両875にまで盛り返している｡
続く,米独交戦･ ｢日米の船鉄交換問題｣の発生とも関連して｢西原借
款･石井ランシング協定｣へと交渉が進むなか大正6年11月には, ｢ロン
ドン銀塊相場｣は43片735と上昇を続け,逆に｢上海為替相場｣は53両6
にまで下落している｡そして大正9年入ると,前年来上昇の一途を続けて
いた｢ロンドン銀塊相場｣は1月の平均79片7663をピークに下落し始める｡
6月には51片3846,年末の12月には,半減に近い42片0277にまで下落する｡
｢ヒ海為替相場｣は,逆に同年1月の32両913から, 6月の47両5288,年末
の12月には65両2315に達する｡まさに後述のように, ｢物価調節令｣施行
や操業短縮実施の効果もなく,この間｢綿糸布の総解合｣が断行されてゆ
くのである｡
このように, ｢銀貨国｣の一員としての中国における上海為替相場の動
向は｢ロンドン銀塊相場｣に大きく規定･規制されていたのである｡当然
に,本邦綿糸布輸出にも深刻な影響が及ぶのである｡
そもそも,第一次世界大戦の勃発,戦局の進展に伴い,たとえば｢イギ
リス製品｣のアジアへの輸出減退に対応して逆に本邦綿糸布製品の対外輸
出は漸次旺盛なる増大傾向を示すようになっていた｡このなかで｢糸価｣
も亦昂騰の一途を辿り,三品市場でも｢綿糸成金｣を輩出するに至った｡
例えば,大正6年1, 2月の交には160から170円見等で往来していた
が, 4月中旬には200円台に奔騰した｡さらに7月には一気に300円台を突
破したのである｡通常5, 6, 7の3ケ月は｢綿糸不需要期｣である筈な
17 
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のに,一般物価の騰貴･通貨の膨張に加え,増錘の困難･紡績職工の払
底･ ｢工場法｣施行による生産能率の減退,そして生産費の増大(米棉･
印柿の暴騰,炭価その他の暴騰,職工賃金の騰貴など)も加わって, ｢綿
糸暴騰｣の条件が作り出されていったのである｡しかし大正6年9月の
｢物価調節令｣施行もあって｢糸価｣は急転直下低落し,株式市場の暴落
を導火線として,綿糸界の｢不況｣が襲来し,大正9年5月の操業短縮
(第9次)の実施にも拘らず,同年8月以降綿糸布の｢総解合｣に結果し
てゆくのである12)｡
6)小括
以上,これまで緑々｢鐘紡の営業動向｣に関って｢上海参着為替相場｣
の動向に注目してきたのであるが,大略｢ロンドン銀塊相場｣の動向に対
して｢上海参着為替相場｣は逆比例の関係にたつものといえよう｡
ところで,さきのW.F.Spaldingには,前著から数年後に出版された
『THE LONDON MONEY MARKET』 (London, 1922刊)という著作があ
る13)｡それは｢それは何,何処で,その機能は,についての実務的なロン
ドン金融市場案内｣と副題に付された実用書であるが,その｢第十一章
金銀市場｣のなかに, ｢銀価格の固定｣という項目があり,ロンドンが銀
生産の大部分を手中に収めるにつれて,ロンドンは全世界の価格を思うま
まに操り固定化するようになる｡ =司走t　と呼ばれる銀相場はロンドンの
著名な四つの地金ブローカー商会のコントロールのもと,月曜日から金曜
日の毎日,午後1時45分(土曜日は,午前11時半)に集まって,各自の需
給･売買状況によって｢相場｣が決定され,公表される｡直ちに,アジア
の諸銀行などが, ｢電信｣や｢電報｣を通じて,その｢銀価｣を世界中の
各支店や顧客たちに知らせるのである｡そして｢売り｣が｢買い｣より多
ければ,相場は下落し,逆に｢買い｣が多ければ,相場は上昇する｡ ｢売
り｣と｢買い｣が等しければ,前日｢相場と変わらず｣ということとな
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る14)｡
さて,ここでは明確に｢銀塊相場｣と銘打ってはいないが, ｢地金ブ
ローカー｣の代表者たちによる｢相場決定｣は,恐らく｢ロンドン銀塊相
場｣の決定とおなじものと推定してもよいのではあるまいか?
さらに,戟前,特に1910年代には｢国際的投機｣も重なって｢国際的銀
相場｣は,ロンドンを基準に変動しており, ｢世界で唯一銀ベース幣制｣
であった中国市場に関係する日本にとっては,まさに｢死活問題｣でもあ
ったである｡そして｢上海参着為替相場｣は,上海の｢銀行公会(組合組
級)｣で毎朝建値されたものが, ｢上海九八規元(この起源は, 1856年に主
要通貨が｢スペイン銀貨｣から｢メキシコ銀貨｣に急激に移行するのに対
して｢計算上の銀単位｣として作成したものという)｣と呼ばれた｢テー
ル(両)｣ (馬蹄銀･一枚銀)に対して交換･機能したものといわれている｡
これは,また当時の｢申報｣や｢NorthChhaHerald｣のような主要新聞
にも掲載され,在上海の日本企業も注視していたという15)｡
この小論の｢付録｣ (17頁以下)として表示したものがその結果でもあ
るが,この両者,就中｢ロンドン銀塊相場｣が何故に｢東アジア銀貨圏｣
に君臨しえたのであろうか16)｡
そもそも帝国主義段階での｢金融資本｣の行動様式の結果でもあり, F.
エンゲルス編集といわれる現行『資本論』第三巻第五編第三五章｢貴金属
と為替市場｣と遺され,その第二節｢為替相場｣には｢封アジア為替相
場｣という項目が包含されているのであって,ここに一つの｢理論的視
角｣が含まれている,と考えたい17)｡
注)
1)泉　武夫｢独占的巨大綿紡資本の生産構造と搾取基盤｣ (『社会科学年報』第13
号, 1979年刊)
2)未定稿｢明治･大正期における鐘紡の営業動向｣参照｡なお,第一次世界大戦
が勃発した大正4年以降の当時の｢支那向｣輸出について, ｢即チ倫敦銀塊ハ依然
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トシテ標準相場立タサルニヨリ封支為替相場亦未夕立タス,為替取組殆ント不能
--･｣, ｢動揺常ナキ銀塊相場ヲ取引ノ本位トセス邦貨ヲ以テ取引単位トセルモノ
アリ--･｣ (日本銀行大阪支店｢時局ノ当市輸出人品二及ホセル影響｣ :大正3年
8月, 『日本金融史資料　昭和続編　付録第三巻, ｢地方金融史資料(三)』 480頁
以下の多数の報告を参照｣｡
3)長岡新吉『明治恐慌史序説』 (東京大学出版会, 1971年下り) 222頁,第43表参照｡
ただし,長岡氏は,かかる事実の構造的関連性についての解明は十分になされて
いるとはいい難い｡また庄司乙吉の場合, ｢第五次操短｢(明治41年1月12日-同
43年4月30日)｣をめぐる上海綿糸輸入組合からの｢綿糸製額半減の要請｣に事実
を指摘しているが(『紡績操業短縮史』 i昭和5年刊t　第五章第五節, 148頁以下),
その｢上海輸入綿糸輸入商組合員｣とは, ｢三井物産合名会社上海支店,日本棉花
株式会社上海支店,外海上海支店,東亜公司日毎支店,大倉洋行上海支店,半田
綿行上海支店,内外綿株式会社出張所員｣といった七社で,後の日本の代表的な
｢総合貿易会社｣が包含されていると言ってよい｡なお,同書に収録されている,
大日本紡績聯合会調査部による｢絹業統計｣の｢第十-次操短(昭和5年2月15
日～)｣に関連して｢紡績錘数綿糸産額綿糸為替銀塊相場表｣が掲載され, ｢(ロン
ドン)銀塊相場｣と｢上海為替相場｣との相関が表示されている(同書, 514頁参
照)｡又『綿綿紡績事情参考書』には,明治35年度から,それぞれ｢ロンドン銀塊
相場｣ ･ ｢上海為替相場｣の｢月別動向｣が収録されている｡
4) 111口和雄編著『日本産業金融史研究一紡績金融篇』 (東京大学出版会, 1970年
刊)第三章第三節,参照｡かかる指摘は, ｢アヘン戦争｣の中国に,決定的な影響
を及ぼしているものと考えられるが,さしあたり本山美彦｢イギリス資本主義の
世界化とアジア｣ (小野一一一郎･行沢健三･吉信　粛編『世界経済と帝国主義』
(有斐閣,昭和48年刊) 237頁以下,参照｡
5)上掲,本山論文参照｡
6)たとえば,高村直助『近代日本綿業と中国』 (東京大学出版会, 1982年刊),ま
た,森　時彦『中国近代綿業史の研究』 (京都大学学術出版会, 2001年刊),古田
和子『上海ネットワークと近代東アジア』 (東京大学出版会, 2000年刊)も参照.
7)浜下武志『近代中国の国際的契機』 (東京大学出版会, 1990年刊)第二章･第三
章参照,特に各国貿易とロンドン金融市場とが個別の決済関係を完結的にもって
いたのではなく, ｢イギリスーアメリカ｣, ｢アメリカー中国｣, ｢中国一インド｣,
｢インドーイギリス｣, ｢イギリス-中国｣という個別貿易関係が相互に連結する環
の全体の要として｢ロンドン金融市場｣が位置していたという,同書99頁参照｡
8)同上書, 107頁以下｡
9)前掲,小野-一郎『近代日本幣制と東アジア銀貨圏』 (ミネルヴァ書房, 2000年
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刊) 302頁, ｢参考補表2-1｣を参照｡
10)たとえば, ｢本書ハ当業者ノ参考二資センガ為メ本年上半期二於ケル綿緯紡績業
こ関スル各般ノ事項ヲ調査輯録シタルモノナリ｡綿綿紡績参考書ハ爾今毎年二月
及八月二於テ刊行シ広ク項附ス｣るとして, 『第一次綿綿紡績事情参考書』が明治
37年2月に,大日本紡績聯合会調査部より刊行された｡
ll)前掲,長岡『明治恐慌史序説』 222-223頁｡
12)前掲,庄司『紡績操業短縮史』 301-402頁｡
13)ロンドン大学し, S, E, SajiProf, Janet Hunterのご教示による｡ W, F, Spaldingの
｢生年は1879年｣であることとともに,このrLondonMoneyMarket』なる著作が
あることを｢メール｣を通じてご教示くださった｡
14)前掲書, p.174参照｡
15)東京大学東洋文化研究所黒田明伸教授のご教示による｡明治32年5月の山川勇
木『活国出張復命書』 (横浜正金銀行,神奈川県立歴史博物館蔵)でも, ｢九八規
銀｣の打歩･製造方法にふれている｡
16)吉岡昭彦『帝国主義と国際通貨体制』 (名古屋大学出版会, 1999年刊)第四章参
照｡ ｢イギリスが『多角的貿易決済機構』の中心国として,彪大な輸入超過と資本
輸出により,全世界的規模にわたるポンド資金の循環を基礎とする『ポンド体
制』の基軸国｣ (同書, 185頁)であって, ｢『世界の工場』としての地盤低下にも
かかわらず,多角的貿易機構とポンド資金循環のメカニズムが,アメリカ,ドイ
ツをはじめとする諸外国における信用制度の欠陥ないしは未発達と相侯って,隻
富な資金を有するロンドン金融市場を『世界の手形交換所』 -貿易決済中心地た
らしめ,シティ金融資本に対する恰好な搾取基盤を提供したのである(吉岡昭彦
『近代イギリス経済史』 (岩波全書, 1981年刊,第6章, 211頁)｡
17) 『資本論』第三巻b,新日本出版社版, 1010頁以下,参照｡
付)上述の注記に加え,本稿の作成について,西村閑也法政大学名著教授は基本文
献を,今宮謙二中央大学名馨教授から｢為替取引｣の実態を,さらに伊藤正直東
京大学院教授からは,中国の幣制事情ならびに｢旧横浜正金銀行経営資料｣が近
い将来整理･公開の予定であることを,それぞれで教示下さった｡記して厚く謝
意を表したい｡
